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 AIは答えを出すだけでいいのか 

EmzStyle Business Advisor

構造知性OS

AIが思考構造を分析する 新しいAIアプローチ 
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Proble m

会議が⾧い
結論が出ずに時間だけが過ぎる

論点が整理されない
議論が発散し、噛み合わない

前提が共有されない
言葉の定義や背景認識のズレ

意思決定が進まない
誰も決められない、持ち帰りになる

思考構造の問題

 情報が足りないのではなく
「構造」が整理されていない

ROOT CAUSE
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C urre nt  Limi ta tio n

生成AIの基本モデル Input - Answer Model

しかし、以下の要素は分析しない 

 文脈の背後にある「思考の構造」はブラックボックスのまま処理される 

Input
プロンプト入力

Generative AI
 学習データに基づく

確率的な回答生成 

Answer
回答の出力
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E BA App roa ch

Structure AI 
構造知性AI

Input - Structure - Insight Model

EBAが抽出する4つの構造要素 

論点
Issues

 議論の中心となる問い
解決すべき課題の特定 

前提
Premises

 隠れた事実認識や
共有されていない文脈 

制約
Constraints

 予算、時間、リソース等の
外部的・内部的制限条件 

判断ポイント
Criteria

 意思決定に必要な
評価基準や分岐点 

Input

Structure Analysis
文脈の背後にある「思考構造」を解析

Insight
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T hi nk ing Mo del

Thinking → Structure → Document Intellectual Production Process

 多くのツールは Thinking から Document へ飛び越えようとするため失敗する 

Thinking
着想・アイデア出し

Step 01

Document
文書化・スライド作成

Step 03

Structure
構造化・論理構成

論点整理 枠組み ストーリー

ここを重点的に支援
 多くの人が苦手とする「構造化」を
AIが代行・サポート 

EBA Core Value
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EBA Support Area

Step 02
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C urre nt  Lands ca pe

現在の AI モデル

Generative AI
コンテンツ生成・文章作成

Search AI
情報検索・要約・抽出

Agent AI
タスク実行・自律動作

これらは「情報の生成・処理」に特化

EBA Structure Intelligence OS

Ne w Category

構造分析AI

 情報生成ではなく
思考構造を分析する 
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EBAが可視化する「議論の構造」

Before 人間の会議

会議メモ 

コストが高い

スケジュールが厳しい

仕様がまだ決まっていない

営業は早く出したい

議論が混在している

議論の構造を可視化するAI

After EBA構造分析

論点の抽出
要件 コスト スケジュール

構造問題の特定
要件未確定のままコスト議論
営業判断と設計判断が混在

判断ポイント

要件確定タイミング
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